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中
学
校
用
書
き
込
み
式
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
『
ミ
ニ
ッ

ツ
ド
リ
ル
』
は
、
紙
の
ド
リ
ル
教
材
『
漢
字
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
72
』
『
計
算
ド
リ
ル
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
80
』
を
元
に
し

た
、
手
書
き
解
答
・
自
動
採
点
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
教

材
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
な
ら
で
は
の
便
利
な

機
能
と
、
使
い
慣
れ
た
紙
の
教
材
と
同
じ
つ
く
り
・
使

い
方
で
あ
る
安
心
感
を
兼
ね
備
え
た
『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ

ル
』
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１
．
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
の
強
み

　

『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル
』
の
機
能
的
な
特
徴
は
、
①
タ

紙
の
よ
う
に
使
え
て
、
さ
ら
に
便
利
！

☆日図協加盟出版社の発行している教材につ

いて、実際の授業における活用例、より効果

が得られるポイント（場面・方法）などをご

紹介します。

教材活用シリーズ　  第 160 回

ブ
レ
ッ
ト
上
で
の
手
書
き
入
力
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、

②
高
い
自
動
採
点
精
度
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
③
負
担

の
少
な
い
成
績
管
理
が
可
能
で
あ
る
こ
と
で
す
。

①
手
書
き
入
力

　

『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル
』
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
の
手
書

き
入
力
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。
画
面
に
表
示
さ
れ

た
問
題
を
読
み
、
解
答
欄
に
答
え
を
記
入
し
て
い
き

ま
す
。

　

実
際
に
ペ
ン
を
使
用
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
書
い

て
み
る
と
、
な
め
ら
か
な
書
き
心
地
に
驚
か
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
画
面
を
拡
大
す
る
こ
と
で
解
答
欄
を
大
き

く
す
る
こ
と
が
で
き
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
に
ゆ
っ
た
り
と

書
き
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
【
図
１
】

②
自
動
採
点

　

『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル
』
は
、
富
士
通
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株

式
会
社
が
学
習
用
に
開
発
し
た
「
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｔ
ｓ
ｕ　

初
等
中
等
教
育
向
け
デ
ジ
タ
ル
教
材
提
供
サ
ー
ビ
ス
」

の
機
能
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
ペ
ン
の
ス

ト
ロ
ー
ク
を
認
識
し

て
文
字
の
判
定
を
行

う
た
め
、
く
ず
れ
や

す
い
生
徒
の
手
書
き

文
字
も
確
実
に
認
識

し
、
と
め
・
は
ね
の

チ
ェ
ッ
ク
や
解
答
欄

か
ら
は
み
出
し
た
文

字
の
読
み
取
り
も
可

能
で
す
。
【
図
２
】

㈱浜島書店

中学校用

書き込み式デジタルドリル

『ミニッツドリル』

㈱浜島書店

編集部　国語・数学担当

▲ 【図２】

手書きの文字を認識し、 瞬時に

採点する。

▲ 【図１】

タッチペンを用いて、 なめらかに筆記できる。

画数の多い漢字は画面を拡大すればゆったりと書ける。
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ま
た
、
計
算

過
程
を
重
視
す

る

問

題

で

は
、

筆
跡
を
確
認
す

る
機
能
も
有
効

で
す
。
先
生
は

生
徒
が
計
算
の

ど
の
部
分
で
つ

ま
ず
い
て
い
る

の
か
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

４
．
使
い
方
の
提
案

　

最
後
に
、
『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル
』
の
使
い
方
を
二
つ

提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
授
業
の
導
入
や
帯
学
習
と
し
て
。
配
布
・

相
互
採
点
・
回
収
を
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、
手
間
と

時
間
を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

集
計
機
能
を
活
か
し
、
評
価
や
学
習
の
見
取
り
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
自
宅
学
習
と
し
て
。
全
問
正
解
す

る
ま
で
何
度
で
も
繰
り
返
し
取
り
組
め
る
た
め
、
生
徒
の

自
主
学
習
に
最
適
で
す
。
教
員
用
画
面
で
取
り
組
ん
だ

回
数
や
点
数
な
ど
を
一
覧
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
ち
ら
も

評
価
や
学
習
の
見
取
り
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル
』
は
デ
ジ
タ
ル
教
材
で
あ
り
な

が
ら
、
紙
の
教
材
に
近
い
使
い
勝
手
・
使
い
心
地
の
教

材
と
な
っ
て
い
ま
す
。
先
生
も
生
徒
も
無
理
な
く
使
い

始
め
ら
れ
る
デ
ジ
タ
ル
教
材
と
し
て
、
お
役
に
立
て
れ

ば
幸
い
で
す
。

③
成
績
管
理

　

採
点
し
た
ド
リ
ル

の
結
果
は
瞬
時
に
自

動
集
計
さ
れ
、
教
員

用
画
面
か
ら
、
生
徒

の
個
票
、
問
題
の
正

答
率
な
ど
の
デ
ー
タ

を
手
間
な
く
確
認
で

き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
集
計

デ
ー
タ
は
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形

式
で
出
力
で
き
ま

す
。
学
校
で
お
使
い

の
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
成
績
管
理
の
効
率
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
【
図
３
】

　

ま
た
、
特
徴
的
な
機
能
と
し
て
、
生
徒
が
ド
リ
ル
に

取
り
組
ん
だ
際
の
筆
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
ど
の
部

分
で
時
間
が
か
か
っ
た
か
、
書
い
た
り
消
し
た
り
を
繰

り
返
し
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
徒
の
つ
ま

ず
き
箇
所
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

２
．『
漢
字
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
72
』
学
習
上
の
メ
リ
ッ
ト

　

『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル　

漢
字
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
72
』

の
一
番
の
特
徴
は
、
や
は
り
生
徒
に
と
っ
て
、
漢
字
の

と
め
・
は
ね
ま
で
正
確
に
チ
ェ
ッ
ク
、
指
摘
し
て
も
ら

え
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

漢
字
の
書
き
取
り
問
題
の
採
点
で
は
、
「
と
め
・
は

ね
の
有
無
」
「
点
画
の
落
ち
」
な
ど
、
自
学
自
習
や
相

互
採
点
で
は
見
落
と
し
て
し
ま
い
が
ち
な
ポ
イ
ン
ト

が
多
数
あ
り
ま
す
。
『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル
』
を
使
う
と
、

そ
う
い
っ
た
細
か

い
部
分
を
自
動
採

点
に
任
せ
る
こ
と

が
で
き
、
採
点
ミ

ス
や
「
間
違
っ
た

ま
ま
覚
え
て
し
ま

う
」
と
い
っ
た
事

態
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
図
４
】

　

ま
た
、
漢
字
の

学
習
で
は
何
度
も

書
い
て
覚
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、
『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド

リ
ル
』
に
は
取
り
組
め
る
回
数
に
制
限
が
あ
り
ま
せ

ん
。
学
習
内
容
が
定
着
す
る
ま
で
、
生
徒
は
何
度
で
も

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
成
績
管
理
画
面

を
見
れ
ば
、
先
生
は
生
徒
の
努
力
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

３
．『
計
算
ド
リ
ル
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
80
』
学
習
上
の
メ
リ
ッ
ト

　

『
ミ
ニ
ッ
ツ
ド
リ
ル　

計
算
ド
リ
ル
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
80
』

は
分
数
や
√
な
ど
の
自
動
採
点
も
可
能
な
た
め
、
多
種

多
様
な
計
算
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
項
の
入
れ
替
え
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
別
解
に
も
対

応
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
特
徴
で
す
。

　

こ
の
デ
ジ
タ
ル
計
算
ド
リ
ル
の
一
番
の
特
徴
は
、
途

中
式
を
解
答
欄
の
近
く
に
書
け
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
計
算
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
完
結
さ
せ
ら
れ
る

た
め
、
よ
り
従
来
の
紙
の
教
材
に
近
い
使
い
方
が
で
き

ま
す
。
【
図
５
】

▲ 【図３】

教員用の画面では、 生徒の得点 ・ 正答率 ・

取り組んだ回数などを閲覧できる。

▲ 【図４】

間違ったまま覚えてしまうことを防げる

のは、自動採点を使うメリットのひとつ。

▲ 【図５】

途中式を解答欄の近くに書ける。

紙のドリルと変わらない使い方が可能。
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